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北
海
道
電
力
は
７
月
８
日
、

泊
原
発
１
～
３
号
機
の
「
再
稼

働
」
に
む
け
た
安
全
審
査
を
原

子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
ま

し
た
。
現
在
、
審
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
泊
原
発
１
・
２

号
機
の
過
酷
事
故
対
策
で
、
３

号
機
の
解
析
結
果
を
流
用
す
る

な
ど
、
杜
撰
な
申
請
内
容
が
明

ら
か
に
な
り
、
規
制
委
は
「
明

ら
か
に
準
備
不
足
」
と
し
て
１
・

２
号
機
の
申
請
の
取
り
下
げ
に

ま
で
言
及
し
ま
し
た
。
３
号
機

に
つ
い
て
も
、
敷
地
下
の
地
層

が
海
側
に
傾
い
て
地
震
を
引
き

起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
や
、

想
定
す
る
津
波
を
7.3
ｍ
に
下
方

修
正
し
た
評
価
な
ど
に
つ
い
て

も
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
「
さ
よ
う
な

ら
原
発
一
〇
〇
〇
万
人
ア
ク
シ
ョ

ン
北
海
道
」
は
、
泊
原
発
の

「
再
稼
働
」
を
断
念
さ
せ
る
た

め
、
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
泊
原
発
の
再

稼
働
！
さ
よ
う
な
ら
原
発
北
海

道
集
会
in
い
わ
な
い
」
を
10
月

５
日
（
土
）
に
岩
内
町
フ
ェ
リ
ー

埠
頭
緑
地
で
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

発
文
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
和

運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
連
携
し
脱

原
発
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
も
多
く
の
組
合
員
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

９
月
7
日
（
土
）
、
岩
内
町

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ウ
ル
岩
内
で
、

三
評
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

各
単
組
よ
り
35
人
（
う
ち
女

性
８
人
）
が
参
加
し
ボ
ウ
リ
ン

グ
で
汗
を
流
し
、
そ
の
後
、
焼

肉
交
流
会
を
し
ま
し
た
。

総
合
優
勝
は
、
２
ゲ
ー
ム
と

も
に
安
定
し
た
ス
コ
ア
を
出
し

た
岩
内
町
職
・
菊
地
さ
ん
が
326

点
で
完
勝
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
他
の

順
位
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

10
月
26
日
（
土
）
に
倶
知
安

町
の
ホ
テ
ル
第
一
会
館
で
後
志

地
方
本
部
第
18
回
定
期
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

13
年
度
の
総
括
と
14
年
度
の

運
動
方
針
を
決
定
す
る
大
事
な

大
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

多
く
の
組
合
員
が
参
加
さ
れ
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
泊
原
発
の
再
稼
働
！

さ
よ
う
な
ら
原
発
北
海
道
集
会
in
い
わ
な
い

泊
原
発
の
「再
稼
働
」

断
念
を
求
め
よ
う
！

地
本
定
期
大
会
開
催

三
評
ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
汗
き
ら
り

男性の部 女性の部

１ 位 菊地 貴之 (326)
（岩内町職）

川手 久美子 (290)
（小樽市職労）

２ 位 竹内 一真 (312)
（余市町職労）

上田 詩織 (251)
（岩内町職）

３ 位 佐藤 拓夢 (311)
（岩内町職）

川村 トシ子 (201)
（余市町職労）

ブービー 横山 悠斗 (172)
（岩内町職）

奥寺 静子 (146)
（余市町職労）

岩内町フェリー埠頭からの泊原発

優勝した

川手久美子さん と 菊地貴之さん


